
PublicPublic  Relations Wajima-CityRelations Wajima-City

わじまわじま

Sep.2025Sep.2025

No.234No.234
99三夜踊り（8月 14 日～ 16 日）三夜踊り（8月 14 日～ 16 日）



■被災者生活再建支援金

区分 ①基礎支援金 住宅の再建方法 ②加算支援金

全壊
半壊解体　※ 1

100 万円（75 万円）
建設・購入 200 万円（   150 万円）

補修 100 万円（ 75 万円）

大規模半壊 50 万円（37.5 万円） 賃貸（公営住宅除く） 50 万円（  37.5 万円）

中規模半壊
・

半壊　※ 2

建設・購入 100 万円（　 75 万円）

補修 50 万円（  37.5 万円）

賃貸（公営住宅除く） 25 万円（18.75 万円）

（　）内は 1 人世帯の金額

★公費解体

窓口 令和 7 年 8 月まで 令和 7 年 9 月以降

市役所本庁舎 1 階 月曜日～金曜日　 9:00 ～ 17:00 変更はございません。

門前総合支所 月曜日・金曜日　09:00 ～ 17:00 月曜日・木曜日　9:30 ～ 16:00
町野支所 火曜日・木曜日　10:00 ～ 15:00 水曜日　10:00 ～ 15:00

※祝日・振替休日は除く
問市被災者生活再建支援課　☎ 23-4871

　９月より相談窓口の開設日時を下表のとおり変更します。
　皆さまお気軽にご相談ください。

※ 1　公費解体が完了した方（部分解体を除く）
　被災した住宅の全てを解体した場合、大規模半壊、中規模半壊、半壊であっても「全壊」と同様の区分で
　被災者生活再建支援金を受給することができます。
　　①基礎支援金　再建方法を検討中の方でも、申請いただくことができます。
　　　→罹災証明書、解体・撤去完了通知書、通帳等が必要となります。
　　②加算支援金　再建方法が決まってから申請ください。
　　　→令和 6 年 1 月 1 日以降の契約書が必要となります。（契約書がない場合は、見積書・請求書・請書
　　　　のいずれかと領収書が必要です。）

※ 2　市、県からの支援金となるため、被害の程度が変わった場合、支給済の支援金を返金していただく場
　　　合があります。

〇申請期限と注意事項〇申請期限と注意事項

相談窓口開設時間の変更

基礎支援金 加算支援金

地　震 R8. 2. 2 R9. 2. 1

豪　雨 R7.10.20 R9.10.20

【申請期限】 【注意 1】
　この申請は、罹災証明書の世帯構成員全員がお亡くなりに
なった場合は申請できません。

【注意 2】
　加算支援金の申請により、罹災証明書記載の世帯員は全員災
害公営住宅に入居できなくなります。
　また、引渡し・竣工等の完了後すみやかに罹災証明書記載の
世帯員全員が応急仮設住宅等から退去する必要があります。

被災者生活再建支援金の申請はお済みですか？
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　市のホームページにて、輪島市内の対象地域（主に河井・鳳至地区周辺に設定されている「居住誘導区域」）
の、空き地を売りたい・買いたい方向けに空き地情報を掲載する「空き地データベース」の運用を開始しました。

　◎空き地を売りたい方
　　以下の空き地を対象にデータベース登録を受け付けています。

 　以上の条件を満たし、登録を希望される方は「データベース登録申請書」「同意書・誓約書」「共有名義者
同意書（※共有名義者がいる場合のみ）」と添付書類をご準備の上、まちづくり推進課までご提出ください。
　（申請書等はホームページからダウンロードまたはまちづくり推進課にてお渡ししています。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問市まちづくり推進課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 23-1156　メール：machi@city.wajima.lg.jp

解約・休止の手続き解約・休止の手続き
　地震・豪雨の被害等より、今後ご自宅でケーブルテレビによりテレビ放送を視聴しない場合は、解約・休止
の手続きをお願いします。手続きは、電話にて受け付けています。（平日 9：00 ～ 17：00）

【例】
　• 地震や豪雨で自宅が被害を受け、現在自宅に住んでいない。
　• 応急仮設住宅やみなし仮設住宅に入居しており、自宅でケーブルテレビを視聴しない。

音声告知放送サービス終了のお知らせ音声告知放送サービス終了のお知らせ
　音声告知放送端末機の製造終了により設備の維持や復旧が難しいため、令和 7年 9月30日で、
音声告知放送サービスを終了します。

今後、ご自宅を訪問し、音声告知放送端末機を回収します。（回収時期は個別にご案内します。）

※ 1 　災害に強いケーブルテレビにするため、伝送路の光ファイバー化を予定しており、その整備の際にご自
　　　宅を訪問します。
※ 2 　音声告知放送端末機は、ご自身で廃棄することも可能です。取り外す際にテレビの配線と間違えないよ
　　　うご注意ください。

問市放送課　☎ 42-1955

▲音声告知放送端末機

・居住誘導区域内である　　    ・更地である　・抵当権の設定がない　・地目が「宅地」相当である
・土地の境界がわかっている　・権利者が複数の場合、他権利者の同意が得られる

▲輪島市 HP

【URL】
https://www.city.wajima.ishikawa.jp/
docs/akichidatabase/top.html

◎空き地を買いたい方
　空き地データベースのページに掲載している
物件番号・番地等をまちづくり推進課までご連
絡ください。追って詳細をご連絡いたします。

データベース登録申請書 申請者の住民票の写し

データベース登録カード 土地の登録事項証明書

同意書・誓約書 共有名義者同意書

※地籍測量図があれば提出をお願いします。

▽提出書類

空き地データベース運用開始のお知らせ

輪島市ケーブルテレビにご加入の皆さまへ
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生活再建に関する懇談会
【内　容】災害公営住宅の整備方針や復興に向けたご意見・ご要望を伺う懇談会を開催します。
【出席者】市長、副市長、総務部長、企画振興部長、市民生活部長、建設部技監、まちづくり推進課長

※本郷第 1、舘第 1、門前第 1 については、日時等が決まり次第お知らせします。

団　　地団　　地 日　　程日　　程 会　　場会　　場 団　　地団　　地 日　　程日　　程 会　　場会　　場

西脇町第 1・第 2 9 月 13 日㊏ 10:00 河原田公民館 道下第 1・第 3 10 月 11 日㊏ 10:00
道下第 1 団地
集会所

大野町第 1 9 月 13 日㊏ 13:30 鵠巣公民館 道下第 2 10 月 11 日㊏ 13:30
道下第 2 団地
集会所

町野町第 1 9 月 23 日㊋㊗ 10:00
町野町第 1 団地
集会所

七浦第 1 10 月 12 日㊐ 13:30 七浦公民館

町野町第 2 9 月 23 日㊋㊗ 13:30
町野町第 2 団地
集会所

剱地第 1 10 月 18 日㊏ 13:30 剱地公民館

浦上第 1 9 月 28 日㊐ 10:00 浦上公民館 阿岸第 1 10 月 26 日㊐ 10:00 阿岸公民館

清水第 1 10 月 4 日㊏ 10:00
清水第 1 団地
集会所

　令和 7 年 9 月 21 日（日）、令和 6 年奥能登豪雨でお亡くなりになられた方々への哀悼の意を表するため、
輪島市・石川県庁に献花台を設置します。当日、知事が訪問し、献花・黙とうを捧げます。

場所と時間（令和 7 年 9 月 21 日（日）設置）

輪島市

　　輪島市役所 　1 階　エントランスホール 9:00 ～ 15:00

　　門前総合支所 　1 階　エントランスホール 8:00 ～ 15:00

　　町野支所 　1 階　ロビー 9:00 ～ 15:00

石川県庁 　　行政庁舎 　1 階　101 会議室 9:00 ～ 15:00

年末調整手続を電子化して業務を効率化しませんか？年末調整手続を電子化して業務を効率化しませんか？
　間もなく年末調整の準備・手続の時期となります。書面で手続を行っている事業者の方は、ぜひ、電子化をご
検討ください。事業者の方だけでなく従業員の方にも多くのメリットがあります。

◇メリット 1　従業員の方は、保険会社等から控除証明書を電子データで取得し、証明書データを年調ソフト（※）
　　　　　　　に読み込むことで控除額が自動計算され、各種控除申告書の作成が簡単になります。
◇メリット２ 控除申告書の提出は電子データで行うので、テレワークの従業員の方も自宅等から提出が可能に
　　　　　　　なります。
◇メリット３ 事業者の方は、控除申告書のチェック事務が削減され、保険料控除等の控除額の検算も不要にな
　　　　　　　ります。

※国税庁では、控除証明書の電子データの取込から控除申告書のデータ作成に対応した
　　「年調ソフト」を各アプリストアや国税庁ホームページで公開しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
問年末調整手続の電子化および年調ソフトヘルプデスク（10/1 から開設）　☎ 0570-02-4563

輪島税務署からのお知らせ

令和 6 年奥能登豪雨献花台を設置します

問市復興推進課　☎ 23-1113

詳しい手続方法はこちらから▶
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成功への第一歩、あなたの夢をかなえます
もんぜん創造起業塾

　これから創業を目指している方、創業間もない方（概ね 3 年未満）が対象です。創業に必要な知識や事業
計画の作り方、準備すべき開業資金や融資制度など、様々なお役立ち情報を盛り込んだセミナーです！

　輪島市では「各種支援調整窓口」を 2024 年 1 月から開設し、全国からの支援の申し出と地域のみなさんのお
悩みや困りごとをお伺いしお繋ぎしています。その一環として、石川県が提供する能登半島地震「地域コミュニ
ティ再建事業」の支援メニューのご案内と調整も行っています。

例えば…
　・身体を動かしたいけど、体操やヨガを教えてくれる先生はいないかな
　・サロンを開いてもなかなか人が集まらない
　・毎年恒例のお祭りを復活させたいけど、行事の備品や人手が足りない
　・今後の住まいの悩みを相談したいけれど、どこにしたらいいんだろう

　こういった地域のみなさんの様々な声にお応えできるよう、また、被災者の孤立や引きこもりを予防するとと
もに、健康維持や地域コミュニティの活性化を目的として、多様な支援メニューを用意しています。

■支援メニュー　5 つのカテゴリから、33 のメニューをご案内
（例）

　▶相談会 ･･･「法テラス号」無料相談会、住宅再建資金・出張説明会
　▶健康維持・増進 ･･･ ヨガ教室、脳と身体のトレーニングゲーム
　▶ものづくり・ワークショップ ･･･ ハーバリウムづくり、水引アート、棚づくり
　▶鑑賞 ･･･ タレント派遣、マジックショー、ミニコンサート
　▶地域催事コンテンツ ･･･ 縁日キット、ステージレンタル、キッチンカー　など
■料金　無料　　■ 対象　輪島市民
■お問い合わせ　輪島市各種支援調整窓口　☎ 050-1730-9840　受付時間：9:00-17:00
　まずは、相談だけでもお気軽にお問い合わせください。

「地域コミュニティ再建事業」の支援メニューのご案内

輪島市特定創業支援事業

【日　　程】令和 7 年 9 月 27 日（土）、28 日（日）
【時　　間】両日とも 10：00 ～ 15：00（正午から 1 時間は昼休み）
【場　　所】門前公民館（門前東小学校内）門前町清水 1 ー 68
【カリキュラム】

【講　　師】中川　義崇 氏（経営ビジネス相談センター 代表取締役社長 中小企業診断士 特定社会保険労務士 )

ここがポイント
　本セミナーを全て受講し、創業された方は、登録免許税の軽減、信用保証枠の拡大など国の優遇措置を受け
ることができます。また、セミナーを全て受講することで、小規模事業者持続化補助金（創業型）の申請要件
を満たし、補助金申請が可能となります。なお、補助金は審査を経て交付が決定されます。

【申込方法】右記二次元コードより申し込みください。（来所による申し込みも可）
【申込締切】令和 7 年 9 月 19 日（金）まで
【お問い合わせ・申し込み】

　門前町商工会（〒 927-2151　門前町走出 6 の 69 番地）☎ 42-0360　メール：monzen@shoko.or.jp

9 月 27 日（土） 9 月 28 日（日）

午前の部『経営』　　   ▶経営戦略の策定と実行
午後の部『販路開拓』   ▶市場理解とターゲット設定

午前の部『人材育成』   ▶人材育成の目的と戦略
午後の部『財務』　　   ▶ 財務諸表の基礎と読み解き方
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楽しく子育てしてますか？子育てを応援します

乳幼児と保護者が楽しく過ごせる癒やしの広場
在宅で育児をされているママとお子さんの広場です。専任スタッフに育児に関する相談等もできます。

今月の支援センター・児童センター、もんぜん児童館の休館日

　　　　　　　　　　　　1日（月）、8日（月）、16 日（火）、22 日（月）、29 日（月）

　　輪島市子育て支援センター ☎ 22-8031
　　　◇開館日・時間：火～金　8:30 ～ 17:00、土・日・祝　8:30 ～ 16:00

日　時 内　容

9 月 4 日㊍ 10:30 ～ 11:30
ほっとサロンみらい「Give ＆ Take の会とおしゃべりで楽しいひとときを」

（妊婦さんも歓迎します）
主催：みらい子育てネット輪島

9 月 9 日㊋ 10:30 ～ 11:30
うさちゃん広場「お母さんと赤ちゃんのタッチセラピー」
講師：春木　理枝子　氏（タッチケアはるき）
定員：6 組　※要申込

9 月 18 日㊍ 10:30 ～ 11:30 うさちゃん広場「体を動かしてあそぼう」

9 月 25 日㊍ 10:30 ～ 11:30 うさちゃん広場「9 月の誕生会」「ケーキシアターであそぼう」

　　
　　　◇開館日・時間：火～金　8:30 ～ 17:00、土・日・祝　8:30 ～ 16:00

　　地域子育て支援室たんぽぽ（わじまミドリ保育園内） ☎ 23-1300
　　　◇開館日・時間：月～金　9:00 ～ 15:00

日　時 内　容

 9 月 10 日㊌ 10:00 ～ 11:00

「親子体操ストレッチ」
講　　師：北村　龍也　氏、三宅　直美　氏（輪島カブーレ）
場　　所：わじまミドリ保育園　遊戯室
内　　容：親子で触れ合いながら体操を楽しみましょう！
定　　員：6 組　※要申込
申込期間：9 月 8 日㊊まで
※「たんぽぽ」に直接またはお電話でお申込みください。

　　
　　　

　　もんぜん子育て支援ひろば（もんぜん児童館内） ☎ 42-3166

　　　◇開館日・時間：火～金　9:00 ～ 18:00、土・日・祝　9:00 ～ 17:00

日　時 内　容

 9 月 28 日㊐ 10:00 ～ 11:00

ぱんだタイム「ピラティス」
講　　師：小路　奈緒　氏
インナーマッスルを鍛えて体全体のバランスを整えませんか？
ストレス解消にも効果的です
定　　員：5 組　※要申込
持ち物：ヨガマットかタオルケット

　　
　　　◇開館日・時間：火～金　9:00 ～ 18:00、土・日・祝　9:00 ～ 17:00

　　地域子育て支援ひろばめばえ（町野小学校ランチルーム） ☎ 32-0209
　　　◇開館日・時間：月・水・金　9:00 ～ 15:00

日　時 内　容

 毎週㊊・㊌・㊎ 9:00 ～ 15:00 めばえサロン　「お家で子育てしている方は遊びに来てくださいね♪」

　　
　　　◇開館日・時間：月・水・金　9:00 ～ 15:00
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　　輪島市児童センター ☎ 22-8031　
　　　◇開館日・時間　火～金　8:30 ～ 17:00、土・日・祝　8:30 ～ 16:00

日　時 内　容 対　象

9 月 13 日㊏ 10:30 ～ 11:30

「ハッピータイム　敬老の日企画」
おじいちゃんおばあちゃんへお花を使ったプレゼント
をつくりませんか？
講　師：岸田　小百里　氏（フラワー岸田）
定　員：10 家族　※要申込
参加費：300 円

幼児親子・小学生
※作品は 1 家族 1 つです

小学生 1 人での申し込みも可

9 月 21 日㊐ 10:00 ～ 11:30
「ボッチャ大会」

みんなで力を合わせて競いましょう！
※要申込

小学生 10 人

　　
　　　

　　輪島市もんぜん児童館 ☎ 42-3166
　　　◇開館日・時間　火～金　9:00 ～ 18:00、土・日・祝　9:00 ～ 17:00

日　時 内容・備考 対　象

9 月 10 日㊌ 16:00 ～ 17:00 「ドッジボール大会」
ドッジボールを一緒に楽しみましょう！ 小学生

9 月 30 日㊋ 15:00 ～ 16:00 「秋の野遊びをしよう」
外に出て秋を感じましょう！ 小学生

　　
　　　◇開館日・時間　火～金　9:00 ～ 18:00、土・日・祝　9:00 ～ 17:00

保育園（所）・認定こども園の開放日
施設名 日　時 内　容

認定こども園 海の星幼稚園
ステラ☆マーリスクラブ

（未就園児親子登園の会）

9 月 8 日㊊ 10:30 ～ 11:30 おてがみをかきましょう

9 月 22 日㊊ 10:30 ～ 11:30 足形りんごをつくりましょう

9 月 29 日㊊ 10:30 ～ 11:30 おひるねアート（おつきみ）を撮影しましょう

認定こども園 和光幼稚園 9 月 8 日㊊ 10:30 ～ 11:30 和光幼稚園のお友達と一緒に遊びましょう

＊詳しくは各施設にお問い合わせください。

【児童手当】多子加算（増額）の申請はお済みですか？

児童手当では、第三子以降の受給額が 30,000 円に増額される場合があります。
以下の条件が全て当てはまる方は対象となる可能性がありますので、子育て健康課までお問い合わせください。
　・現在児童手当を受給している。
　・大学生年代※のお子さんと、高校生以下のお子さんの人数を合わせると 3 人以上になる。
　・大学生年代のお子さんを養育している（監護し生計負担がある）。
　　※ 22 歳に到達した最初の年度末まで。

問市子育て健康課　☎ 23-0082
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9健康カレンダー健康カレンダー 月

※子育てや子どもの健康に関して、 悩みごとのある方は子育て健康課 （23-1136） までご相談ください。

◎子育てに関すること
内　容 日 曜日 時　間 場　所

乳幼児健康相談（予約不要） 17 水 10:00 ～ 11:00
ふれあい健康センター
2階　子育て支援センター

乳幼児健康診査 対象者に個別に案内しています

◎こころや身体に関すること
内　容 月 日 曜日 時　間 場　所 備　考

こころの健康相談
9 11 木

9:00 ～ 9:50 能登北部保健福祉センター
前週金曜午前までに要予約

☎ 22-201210 9 木

断酒会
9 8 月

14:00 ～ 15:00
能登北部保健福祉センター

2階　待合室
前週金曜までに要申込

☎ 22-201210 20 月

◎検診カレンダー　※要予約（23-1136）
内　容 日 曜日 時　間 場　所 検診項目

がん検診・特定健診 7 日 9:00 ～ 11:00 もんぜん児童館 肺・胃・大腸・前立腺・特定健診・肝炎

9月1日～30日は健康増進普及月間です。

1 に運動
　2 に食事
　　しっかり禁煙　良い睡眠

8



9月10日～16日は自殺予防週間自殺予防週間
　ストレス状態が長く続くと、気持ちやからだ、考え方に、さまざまな変化があらわれることがあります。自
然に回復していくことがほとんどですが、気持ちを誰かに話したり相談したりすることで、つらさがやわらぐ
ことがあります。お一人で抱え込まずにご相談ください。

【こころの相談窓口】

〇石川こころのケアセンター
住所：輪島市宅田町 48-1（ワイプラザ別棟）
電話：23-3858
時間：10:00 ～ 16:00（月～金）

〇よりそいホットライン
（被災者専門）

電話：0120-279-338
時間：10：00 ～ 22:00

〇石川県七尾児童相談所
〈相談専用ダイヤル〉

電話：0120-189-783
日時：8:30 ～ 17:45（月～金）

〈親子のための相談 LINE〉
日時：10:00 ～ 20:00（月～金）
　ご利用は友達登録から↓〇あなたはひとりじゃない

（18 歳以下の方へ相談先紹介チャット）

【情報サイト】

〇石川県 HP
災害時の心のケアについて

〇輪島市 HP
こころのケアについて

〇まもろうよこころ
相談窓口やこころを
落ち着かせる Web サイトを紹介

災害時の心のケアについて

金沢弁護士会～暮らしとこころの相談会～金沢弁護士会～暮らしとこころの相談会～
　自殺予防週間（9/10 ～ 9/16）にあわせて、無料法律相談会を実施します。
　お金のトラブル、家庭のトラブル、職場のトラブルなど弁護士がご相談に応じます。
　ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください。

【会場】輪島市ふれあい健康センター　3 階　研修室
【日時】9 月 16 日（火）9:00 ～ 11:30（予約制、1 組 30 分）
【予約】以下のいずれかの方法でご予約ください。

　　　・電話予約（☎ 23-1136　子育て健康課）　・オンライン予約フォーム
　　　　※定員に達した場合は予約受付を終了します。

【主催】日本弁護士連合会、金沢弁護士会　【主催】日本司法支援センター　【後援】厚生労働省、総務省

▲オンライン予約フォーム

糖尿病教室の開催糖尿病教室の開催

開催日時 場　　所 内　　容 担当者

9 月 9 日（火）
14：00 ～ 15：00

市立輪島病院 2 階
第 2 講義室

糖尿病と合併症について 医　師

糖尿病と検査について 臨床検査技師

自分の食事を見直してみましょう 管理栄養士

　予約は不要です。都合により内容等が変更になる場合や中止となる場合があります。予めご了承下さい。
　参加される方は、感染対策のため必ずマスクの着用をお願いします。

問市立輪島病院栄養部　☎ 23-0627
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８
ハチマルニイマル

０２０達成者を表彰します

8020 達成者とは、80 歳以上で 20 本以上ご自分の歯がある方のことをいいます

輪島市では、8020 を達成し、元気にお過ごしの方を表彰しています。
自薦、他薦を問いませんので、ぜひご応募ください。

　令和 7 年 9 月 1 日現在、満 80 歳に達しており 20 本以上ご自分の歯がある方で、身のまわりのことが
概ね自分でできる方　※過去に表彰を受けられた方は対象外です。

○電話
○専用入力フォーム
　※後日、市内歯科医院にて健診を受けていただきます。

市子育て健康課　☎ 23-1136

9 月 30 日（火）まで

■応募基準

■申込方法

■申込先・お問い合わせ先

■応募締め切り

　令和 7 年 9 月 1 日現在、満 80 歳に達しており 20 本以上ご自分の歯がある方で、身のまわりのことが

◆ 入力フォームご利用方法 ◆

①下の二次元コードを読み取る。
② 表示される内容に従って必要事項を

入力してください。

輪島歯科医師会だより

～ 『8020 運動』『8020 運動』 から 『オーラルフレイルの予防』『オーラルフレイルの予防』 へ～

『8020 運動』『8020 運動』
　『8020 運動』は 1989 年（平成元年）より厚生省（当時）と日本歯科医師会が推進している「80 歳になって
も 20 本以上自分の歯を保とう」という運動です。
　現在、日本歯科医師会は、この『8020 運動』に代表される国民運動をさらに発展させるべく、東京大学高
齢社会総合研究機構や様々な関係者の協力のもと、『オーラルフレイル』という新たな考え方を加え『健康長寿』
をサポートするべく発信・啓発しております。

『オーラルフレイルの予防』『オーラルフレイルの予防』

　『オーラルフレイル』は、口腔機能の低下や食の偏りなどによる低栄養か
ら来る身体の衰え（フレイル）の一つです。この状態は健康と機能障害との
中間にあり、改善できることが大きな特徴の一つです。つまり早めに気づき
適切な対応をすることでより健康に近づきます。
　『滑舌低下、食べこぼし、わずかなむせ、かめない食品が増える、口の乾燥』
などほんのささいな症状で、見逃しやすく、気が付きにくい特徴があるため
注意が必要です。
　『低栄養を予防し、免疫力を低下させないために、しっかり栄養をとるこ
とやお口の健康を保つことが大切です。』
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　認知症とは、様々な原因により脳の神経細胞が損傷を受けたために、記憶力や判断力などの認知機能が低下
することで、日常生活に支障をきたしている状態のことです。年齢を重ねることで、誰もがかかる可能性があ
ります。しかし、認知症になっても適切な支援があれば自分らしく暮らすことができます。

◇新しい認知症観って？

　新しい認知症観とは、「認知症になってからも、一人ひとりができることや、やりたいことがあり、住み慣
れた地域で仲間等とつながりながら、希望を持って自分らしく暮らし続けることができる」という考え方のこ
とです。認知症を自分事として捉え、認知症に対する考え方を見直してみましょう。

“元気”がなにより 第 201回

お問い合わせは お近くの地域包括支援センターまで

輪島市地域包括支援センター（市役所新館 1階）　　・・・・・・　☎２３ー１１７４
門前支所（門前総合支所内）　　・・・・・・・・・・・・・・・　☎４２ー９９１８
東部支所（町野支所内）　　・・・・・・・・・・・・・・・・・　☎３２ー１８３８

9月は認知症への理解を深める『世界アルツハイマー月間』です

古い認知症観 新しい認知症観
①他人ごと、目をそらす、先送り
②認知症だと何もわからない、できなくなる 
③本人は話せない、本人の声を聞かない
④おかしな言動で周りが困る 
⑤危険重視、過剰制限しても仕方ない 
⑥周囲が決める 
⑦本人は支援される一方、負担の存在
⑧地域で暮らすのは無理
⑨認知症は恥ずかしい、隠す
⑩暗い、萎縮、あきらめ、絶望 

①わがこと、お互いさま、向き合う、備える
②わかること、できることが豊富にある
③本人は声を出せる、本人の声を聞く
④本人が一番困っている　本人なりの意味がある
⑤人権重視　自由と安全のバランス
⑥本人が決める（決められるように支援）
⑦本人は支え手でもある　経験者として大切な存在
⑧地域の一員としてともに暮らす　＊施設入所後も
⑨認知症でも自分は自分、自然体でオープンに
⑩楽しい、のびのび、あきらめず、希望がある 

参考：認知症地域支援推進員ガイド 2023 年 3 月版より

　【日　時】令和 7 年 9 月 18 日（木）9：00 ～ 16：20
　　　　　　 　       　9 月 19 日（金）9：00 ～ 16：30
　【場　所】子育て支援センター、輪島消防署 　　【受講料】無料
　【対　象】市内在住で、子育て経験または子育てに関する資格を有する 20 歳以上の方で全講習受講できる方
〇ファミリーサポートセンターとは？？
　地域社会全体で子育てを支えあっていくことが大切という考えのもと、子どもをもつ保護者が安心して子育て
できる環境を目指して「子育てを助けて欲しい人」（利用会員）と「子育てを手伝いたい人」（サポート会員）を
繋ぎ、相互援助活動をサポートする事業です。子育て支援センターが事務局として会員登録・会員同士の引き合
わせ等をおこなっています。

【援助内容】保育園の送迎、下校後や保育園降園後の預かり、仕事・休養・冠婚葬祭の預かり等
　【料　金】平日は 1 時間あたり 700 円（土日祝は 800 円）

問市子育て健康課　☎ 22-8031

「「ファミリーサポートセンター　サポート会員養成講座」の開催養成講座」の開催
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姉
妹
都
市
萩
市
と
2
年
ぶ
り
に
交
流

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
山
口
県
萩
市
の
市
議
会

議
員
団
6
人
が
7
月
25
日
（
金
）、
本
市
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
議
会
と
輪
島
市
議
会
は
毎
年
相
互
に

交
流
を
行
っ
て
お
り
、
本
来
は
昨
年
萩
市
が

本
市
を
訪
れ
る
予
定
で
し
た
が
能
登
半
島
地

震
と
奥
能
登
豪
雨
に
よ
り
か
な
わ
ず
、
今
回

2
年
ぶ
り
の
対
面
と
な
り
ま
し
た
。

　

萩
市
の
平
田
啓
一
議
長
か
ら
は
「
萩
市
も

か
つ
て
大
水
害
に
襲
わ
れ
、
困
難
に
立
ち
向

か
う
大
変
さ
は
よ
く
分
か
り
ま
す
。
し
っ
か

り
と
寄
り
添
い
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
っ

て
い
ま
す
。」
と
の
温
か
な
応
援
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
阪
・
関
西
万
博
へ
ご
招
待
！

7
月
25
日
（
金
）
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
付
金
を
活
用
し
、
被
災
地
の
子
ど

も
た
ち
を
大
阪
・
関
西
万
博
へ
招
待
す
る
ツ

ア
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
対
象
は
小
学
5
年

生
か
ら
中
学
生
で
万
博
を
通
じ
て
未
来
へ
の

希
望
や
元
気
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
大
阪
府
の
吉
村
知
事
が
会
場
で

子
ど
も
た
ち
を
出
迎
え
、
笑
顔
で
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
交
わ
し
た
後
、
記
念
撮
影
も
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
様
々
な
パ
ビ

リ
オ
ン
や
体
験
型
展
示
を
楽
し
み
、
忘
れ
ら

れ
な
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

舳
倉
島
復
興
へ

希
海
（
の
ぞ
み
）
運
航
再
開

7
月
30
日
（
水
）、
能
登
半
島
地
震
の
影

響
で
長
期
間
運
休
し
て
い
た
舳
倉
島
へ
の
定

期
船
が
約
1
年
7
か
月
ぶ
り
に
運
航
再
開
し

ま
し
た
。

再
開
初
日
は
、
島
民
お
よ
び
復
興
関
係
者

あ
わ
せ
て
約
50
名
が
乗
船
し
、
久
し
ぶ
り
の

定
期
航
路
再
開
に
安
堵
と
喜
び
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
乗
船
対
象
を
島
民
お
よ
び
復

興
作
業
関
係
者
に
限
定
し
、
9
月
か
ら
は
週

2
回
（
水
・
金
）
往
復
運
航
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
へ
ぐ
ら
航
路
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

区
長
・
町
内
会
長
が
県
知
事
表
彰
・

県
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞

7
月
30
日
（
水
）、
石
川
県
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
（
金
沢
市
）
に
お
い
て
、区
長
・

町
内
会
長
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
地
域
活

動
の
推
進
お
よ
び
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
た
方
の
功
労
を
た
た
え
る
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
次
の
皆
さ
ま
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
。
退
任
さ
れ
た
方
を
含
む
。）

石
川
県
知
事
表
彰

〇
第
21
区
宮
町
北
町
内
会
長　

浅
野　

和
明

〇
第
21
区
宮
町
南
町
内
会
長　

浅
野　

勝
英

石
川
県
町
会
区
長
会
連
合
会
会
長
表
彰

〇
第
2
区
の
2
栄
町
1
町
内
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

保
彦

〇
第
17
区
浜
町
上
（
浜
町
1
）
町
内
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
ひ
と
み

〇
黒
島
町
（
此
花
町
）
町
内
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

昭
男

〇
第
16
区
の
2
住
吉
区
5
町
内
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
江　

幸
雄

〇
二
ツ
屋
町
区
長　
　
　
　
　

山
下　

一
栄

〇
第
7
区
本
田
町
町
内
会
長　

萬
亀　

弦
治

〇
浦
上
地
区
（
中
尾
）
区
長　

大
坪　

清

〇
矢
徳
区
長　
　
　
　
　
　
　

高
嶋　

幸
雄

〇
鵜
山
区
長　
　
　
　
　
　
　

松
田　

休
司

輪
島
市

だ
よ
り

▲萩市議と輪島市議との記念撮影

▲吉村知事と子どもたちとの記念撮影

▲乗客を乗せ舳倉島へ出航する希望 ▲へぐら航路 HP
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１２－３．豪雨の影響が比較的少なかった活動を、最大３つまで教えてください。

　　　　　①仕事・学校   　②通院  　 ③食事   

　　　　　④睡眠・休息   　⑤家族との連絡   　⑥その他（　　　　　　　　）

１２－４．１２－３で選んだ活動について、影響が少なかった理由を教えてください。

例
・食料の配給がしっかりされていたため、食事に大きな変化はなかった。
・避難所で診察してくれたため、通院できなくても影響はなかった。等

【記入欄】

質問は以上となります。
ご協力くださいまして、ありがとうございました。

13 ページから 24 ページはアンケートです。
先に 24 ページをご覧ください。
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１１．当時やっておくべきだったと感じた事前の備えについてお伺いします。
１１－１．今回の豪雨を経験して、「事前に準備しておけばよかった」と感じたことを、以下の中
　　　　　からすべて選んでください。（複数選択可）
　　　　　①物資の備蓄（食料・薬・水等）　   ②地域コミュニティの形成 
　　　　　③土のうや止水板の用意
　　　　　

④避難所・避難経路等避難の方法の確認　   ⑤災害情報の収集方法の確認 
　　　　　

⑥防災訓練の参加　　　　　
⑦家族の連絡方法の確認 　　　　　

⑧自ら避難することが困難な家族や親族の避難方法についての確認 　　　　　

⑨家族、友人、知人同士での安否確認方法
　　　　　

⑩その他（　　　　　　　）

１１－２．１１－１で選んだ備えについて、どのような準備が必要だったと感じたか、具体的に教
　　　　　えてください。

１２．実生活への影響をお伺いします。
１２－１．豪雨の影響で特に大きな支障が出た活動を、最大３つまで教えてください。
　　　　　①仕事・学校  　 ②通院   　③食事   

　　　　　④睡眠・休息 　  ⑤家族との連絡　   ⑥その他（　　　　　　　　）

１２－２．１２－１で選んだ活動について、どんな影響があったか具体的に教えてください

例
・常備薬が豪雨発生後３日でなくなってしまったため、薬を常に補充しておくべきだった。
・どこに避難したらよいか分からず、聞ける人もいなかったので、隣近所と知り合いになっ
て、助け合いをできるようにしておくべきだった。等

【記入欄】

例
・携帯を使えなくなったため、遠くにいる家族と連絡が取れなくなった。
・輪島市外に職場があるため、しばらく通勤できなかった。等

【記入欄】
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１０－４．１０－３で選んだ取り組みについて、実施していることが分かりにくかったと感じた理
　　　　　由を教えてください。
　　　　　※１０－３で⑩特になしを選択された方は１０－５へお進みください。

１０－５．手続きが難しかったり、説明が分かりにくかったために「利用しにくい」と感じた市
　　　　　の支援や取り組みを、最大３つまで教えてください。
　　　　　①孤立集落に関すること 　②避難所に関すること　 ③応急仮設住宅に関すること
　　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること　 ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　　⑥廃棄物処理に関すること　   ⑦要配慮者支援に関すること

　　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）  　 ⑩特になし

１０－６．１０－５で選んだ支援や取り組みについて、「利用しにくい」と感じた理由を具体的に
　　　　　教えてください。
　　　　　※１０－５で⑩特になしを選択された方は１０－７へお進みください。

１０－７．これまでの質問に含まれていないもので、「改善が必要」と感じた市の支援や取り組み
　　　　　があれば、その内容と理由を教えてください。

例
・物資の受け取りについて、掲示板の案内のみで見つけることができなかった。
・避難所からの移動について、移送方法について伝えられなかった。等

【記入欄】

例
・物資の受け取りについて、掲示板の案内のみで見つけることができなかった。
・避難所からの移動について、移送方法について伝えられなかった。等

【記入欄】

【記入欄】
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９－６．避難生活の中で、特に「助かった」・「役に立った」と感じた市が実施した支援や取り組
　　　　みがあれば、その内容と理由を教えてください。

１０．あなたが受けた市の支援や取り組みについてお伺いします。
１０－１．豪雨後に市が実施した支援や取り組みの中で、「対応に時間がかかった」と感じたものを、
　　　　　最大３つまで教えてください。

　　　　　①孤立集落に関すること　 ②避難所に関すること 　③応急仮設住宅に関すること

　　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること　 ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　　⑥廃棄物処理に関すること  　 ⑦要配慮者支援に関すること

　　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 　  ⑩特になし

１０－２．１０－１で選んだ支援や取り組みについて、「対応に時間がかかった」と感じた理由を
　　　　　教えてください。
　　　　　※１０－１で⑩特になしを選択された方は、１０－３へお進みください。

１０－３．実施していることが分かりにくかった市の支援や取り組みを、最大３つまで教えてく
　　　　　ださい。

　　　　　①孤立集落に関すること 　②避難所に関すること 　③応急仮設住宅に関すること

　　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること 　⑤被災者生活再建に関すること

　　　　　⑥廃棄物処理に関すること 　  ⑦要配慮者支援に関すること

　　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）　   ⑩特になし

【記入欄】

例
・問い合わせをしたが返答が来るまでに１ヶ月かかっていた。
・いろいろな所を紹介されてまわったが、結局対応してもらえなかったため。等

【記入欄】
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９．あなたが受けた市の支援や取り組みについてお伺いします。
９－１．豪雨後に市が実施した支援や取り組みの中で、「対応が早かった」と感じたものを、最大
　　　　３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること　 ②避難所に関すること　 ③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること  ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること　   ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）　   ⑩特になし

９－２．あなたが受けた市の支援や取り組みの中で、「市が実施していることがすぐに分かった」
　　　　と感じたものを、最大３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること　 ②避難所に関すること　 ③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること　  ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること　   ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）  　 ⑩特になし

９－３．９－２で選んだ支援や取り組みについて、実施されていることをどのように知りました　
　　　　か？

　　　　①市から発信する SNS（公式 X、LINE 等） 　②テレビ・ラジオ 　 ③新聞・広報誌

　　　　④家族・近隣住民の方との口コミ　 ⑤その他（　　　　　　　　）

９－４．あなたが受けた支援や取り組みの中で、手続きが分かりやすかったり、案内が丁寧だっ
　　　　たために「利用しやすい」と感じたものを、最大３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること　②避難所に関すること　 ③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること　  ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること   ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 　  ⑩特になし

９－５．９－４で選んだ支援や取り組みについて、「利用しやすい」と感じた理由を以下から選ん
　　　　でください。（複数選択可）
　　　　※９－４で⑩特になしを選択された方は、９－６へお進みください。
　　　　該当するものがない場合や、選択肢以外の内容があれば「その他」に記入ください。

　　　　①手続きの流れが分かりやすかった 　②案内が丁寧だった　 ③待ち時間が短かった

　　　　④必要な書類が少なかった 　⑤職員の対応が親切だった

　　　　⑥その他（　　　　　　　　　）
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６－３．地震の影響が比較的少なかった活動を、最大３つまで教えてください。

　　　　①仕事・学校  　 ②通院  　 ③食事   

　　　　④睡眠・休息 　  ⑤家族との連絡 　  ⑥その他（　　　　　　　　）

６－４．６－３で選んだ活動について、影響が少なかった理由を教えてください。

例
・食料の配給がしっかりされていたため、食事に大きな変化はなかった。
・避難所で診察してくれたため、通院できなくても影響はなかった。等

【記入欄】

能登半島豪雨について
７．豪雨発生時の状況についてお聞きします。
７－１．豪雨が発生した令和６年９月２１日時点で、あなたがお住まいだった町名を教えてくだ
　　　　さい。

７－２．豪雨の影響により、自宅で生活できなかった日がありましたか？

　　　　①はい　   ②いいえ

８．豪雨発生時における、あなたの生活拠点の状況についてお伺いします。
８－１．９月２１日から９月２８日の間に、どこで生活していたかを教えてください（複数選択可）

　　　　①自宅　   ②避難所　   ③勤務先　   ④帰省先・知人宅等（輪島市内） 

　　　　⑤帰省先・知人宅等（輪島市外）　   ⑥車中泊　   ⑦その他（　　　　　　　）

８－２．８－１で複数の場所を選んだ方は、それぞれの場所に滞在していた期間（日数）を教えて
　　　　ください。

例
・輪島市内の場合：二ツ屋町　※番地は不要です。
・輪島市外の場合：市外

【記入欄】

例 ・９月２１日～９月２５日 避難所、９月２６日～９月２８日 自宅
【記入欄】
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５．当時やっておくべきだったと感じた事前の備えについてお伺いします。
５－１．今回の地震を経験して、「事前に準備しておけばよかった」と感じたことを、以下の中か   
　　　　らすべて選んでください。（複数選択可）

　　　　①物資の備蓄（食料・薬・水等） 　  ②地域コミュニティの形成 

　　　　③家具の固定、ガラス飛散防止フィルムを貼る等家庭環境の整備 

　　　　④避難所・避難経路等避難の方法の確認 　  ⑤災害情報の収集方法の確認 

　　　　⑥防災訓練の参加 

　　　　⑦家族の連絡方法の確認 

　　　　⑧自ら避難することが困難な家族や親族の避難方法についての確認 

　　　　⑨家族、友人、知人同士での安否確認方法

　　　　⑩その他（　　　　　　　）

５－２．５－１で選んだ備えについて、どのような準備が必要だったと感じたか、具体的に教えて
　　　　ください。

６．実生活への影響をお伺いします。
６－１．地震の影響で特に大きな支障が出た活動を、最大３つまで教えてください。

　　　　①仕事・学校　   ②通院  　 ③食事   

　　　　④睡眠・休息 　  ⑤家族との連絡 　  ⑥その他（　　　　　　　　）

６－２．６－１で選んだ活動について、どんな影響があったか具体的に教えてください。

例
・常備薬が地震発生後３日で無くなってしまったため、薬を常に補充しておくべきだった。
・家具が倒れて避難が遅れたため、固定しておくべきだった。
・どこに避難したらよいか分からず、聞ける人もいなかったので、隣近所と知り合いになっ   
   て、助け合いをできるようにしておくべきだった。等

【記入欄】

例
・携帯を使えなくなったため、遠くにいる家族と連絡が取れなくなった。
・輪島市外に職場があるため、しばらく通勤できなかった。等

【記入欄】
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４－４．４－３で選んだ取り組みについて、実施していることが分かりにくかったと感じた理由を
　　　　教えてください。
　　　　※４－３で⑩特になしを選択された方は４－５へお進みください。

４－５．手続きが難しかったり、説明が分かりにくかったために「利用しにくい」と感じた市の
　　　　支援や取り組みを、最大３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること 　②避難所に関すること 　③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること 　 ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること 　  ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）　   ⑩特になし

４－６．４－５で選んだ支援や取り組みについて、「利用しにくい」と感じた理由を具体的に教え
　　　　てください。
　　　　※４－５で⑩特になしと回答された方は４－７へお進みください。

４－７．これまでの質問に含まれていないもので、「改善が必要」と感じた市の支援や取り組みが
　　　　あれば、その内容と理由を教えてください。

例
・物資の受け取りについて、掲示板の案内のみだったため見つけられなかった。
・避難所からの移動について、移送方法について伝えられなかった。等

【記入欄】

例
・申込用紙に記入するべき内容が分かりにくかった。
・ごみの仮置き場の記載が住所のみで正確な位置が分かりにくかった。等

【記入欄】

【記入欄】
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３－６．避難生活の中で、特に「助かった」・「役に立った」と感じた、市が実施した支援や取り
　　　　組みがあれば、その内容と理由を教えてください。

４．あなたが受けた市の支援や取り組みについてお伺いします。
４－１．地震後に市が実施した支援や取り組みの中で、「対応に時間がかかった」と感じたものを、
　　　　最大３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること　 ②避難所に関すること　 ③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること 　　 ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること　   ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　） 　  ⑩特になし

４－２．４－１で選んだ支援や取り組みについて、「対応に時間がかかった」と感じた理由を教え
　　　　てください。
　　　　※４－１で⑩特になしを選択された方は４－３へお進みください。

４－３．実施していることが分かりにくかった市の支援や取り組みを、最大３つまで教えてくだ
　　　　さい。

　　　　①孤立集落に関すること 　②避難所に関すること　 ③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること 　 ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること   ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）  　 ⑩特になし

【記入欄】

例
・問い合わせをしたが返答が来るまでに１ヶ月かかっていた。
・いろいろな所を紹介されてまわったが、結局対応してもらえなかったため。等

【記入欄】
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３．あなたが受けた市の支援や取り組みについてお伺いします。
３－１．地震後に市が実施した支援や取り組みの中で、「対応が早かった」と感じたものを、最大
　　　　３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること ②避難所に関すること ③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること  ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること   ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）   ⑩特になし

３－２．あなたが受けた市の支援や取り組みの中で、「市が実施していることがすぐに分かった」
　　　　と感じたものを、最大３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること 　②避難所に関すること 　③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること 　 ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること 　  ⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）  　 ⑩特になし

３－３．３－２で選んだ支援や取り組みについて、実施されていることをどのように知りました　
　　　　か？
　　　　※３－２で⑩特になしを選択された方は、３－４へお進みください。

　　　　①市から発信する SNS（公式 X、LINE 等） 　②テレビ・ラジオ　 ③新聞・広報誌

　　　　④家族・近隣住民の方との口コミ  　⑤その他（　　　　　　　）

３－４．あなたが受けた支援や取り組みの中で、手続きが分かりやすかったり、案内が丁寧だっ
　　　　たために「利用しやすい」と感じたものを、最大３つまで教えてください。

　　　　①孤立集落に関すること 　②避難所に関すること　 ③応急仮設住宅に関すること

　　　　④被害認定調査・罹災証明書発行に関すること　　  ⑤被災者生活再建に関すること

　　　　⑥廃棄物処理に関すること   　⑦要配慮者支援に関すること 

　　　　⑧教育、保育、学校に関すること

　　　　⑨その他（　　　　　　　　　　　　　　　）   　　⑩特になし

３－５．３－４で選んだ支援や取り組みについて、「利用しやすい」と感じた理由を以下から選ん
　　　　でください。（複数選択可）
　　　　※３－４で⑩特になしを選択された方は、３－６にお進みください。

　　　　①手続きの流れが分かりやすかった 　②案内が丁寧だった 　③待ち時間が短かった

　　　　④必要な書類が少なかった 　⑤職員の対応が親切だった

　　　　⑥その他（　　　　　　　　　） 
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能登半島地震について
１．あなたの属性についてお伺いします。
１－１．地震が発生した令和６年１月１日時点の、あなたのご年齢を教えてください。

　　　　①１０代　   ②２０代　   ③３０代 　  ④４０代 　  ⑤５０代  

　　　　⑥６０代　   ⑦７０代　   ⑧８０代　   ⑨９０代以上

１－２．あなたの性別を教えてください。
　　　　①男性   　②女性　   ③その他   　④回答しない

１－３．地震が発生した令和６年１月１日時点で、あなたがお住まいだった町名を教えてください。

１－４．地震の影響により、自宅で生活できなかった日がありましたか？

　　　　①はい   　②いいえ

２．地震発生時におけるあなたの生活拠点の状況についてお伺いします。
２－１．発災後から１月８日の間に、どこで生活していたかを教えてください
　　　　（複数選択可）

　　　　①自宅　   ②避難所　   ③勤務先　   ④帰省先・知人宅等（輪島市内） 

　　　　⑤帰省先・知人宅等（輪島市外）　   ⑥車中泊  　 ⑦その他（　　　　　　　）

２－２．２－１で複数の場所を選んだ方は、それぞれの場所に滞在していた期間（日数）を教えて
　　　　ください。

例
・輪島市内の場合：二ツ屋町　※番地は不要です。
・輪島市外の場合：市外

【記入欄】

例 ・１月１日～１月５日 避難所、１月６日～１月８日 自宅
【記入欄】
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能登半島地震・豪雨に関するアンケート調査

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震では、能登地域を中心として甚大な被害
が発生しました。また、同年９月に発生した能登半島豪雨においても、記録的な降雨
により洪水や土砂災害が発生し、地震による災害復旧の最中、甚大な被害をもたらし
ました。
　これらの災害では、災害が多発する日本において被災自治体はもとより、全国の自
治体に伝えるべき教訓が数多くありました。
　このことを踏まえ、輪島市では、今回の能登半島地震・豪雨における住民及び行政
機関の防災力の向上と防災対策の推進に資することを目的に、災害検証を実施してい
ます。
　つきましては、市の支援や取り組みについて感じたこと・災害が実生活に及ぼした
影響などについて、アンケートにご回答いただきたく存じます。
　お手数をおかけいたしますが、今後の災害対応などに活かすための貴重な参考とさ
せていただきたく、ぜひご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。
　なお、皆さまからいただいた回答は統計的に処理し、調査の目的以外で利用するこ
とはありません。

令和７年９月
輪島市

【ご記入にあたって】
・該当する選択肢の番号を〇で囲んでください。
・（　）内・記入欄には、具体的にその内容をご記入ください。
・調査は無記名です。調査用紙にご記入の上、別に配布する返信用封筒にて回答期限までに
ご投函ください。切手は不要です。

回答期限　９月３０日（火）
★オンライン回答
　　このアンケートは、この紙のほか、オンライン
　　（Microsoft Forms）でもご回答いただけます。
　　お手持ちのパソコンやスマートフォンから、右の URL、
　または二次元コードを読み取ってご回答ください。
　　回答途中での保存はできませんので、お時間のあるとき
　に最後までご回答ください。

（所要時間の目安：20 ～ 30 分程度）
https://forms.office.
com/r/4dw25Bu6t9

【問い合わせ先】
　輪島市役所　防災対策課　TEL：0768-23-1157
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第
46
回
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会

出
場
報
告
会

7
月
31
日
（
木
）、
第
46
回
北
信
越
中
学

校
総
合
競
技
大
会
（
開
催
地　

福
井
県
）
に

出
場
す
る
輪
島
中
学
校
の
陸
上
部
並
び
に
男

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
選
手
達
が
出
場
報
告

の
た
め
輪
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

出
場
報
告
会
で
は
、
能
登
半
島
地
震
後
、

限
ら
れ
た
練
習
環
境
の
な
か
で
こ
れ
ま
で
支

え
て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
や
北
信
越
大
会
で
の
目
標
・
抱
負
な
ど

選
手
一
人
ひ
と
り
か
ら
力
強
い
決
意
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

小
川
教
育
長
か
ら
は
「
被
災
に
よ
る
様
々

な
ハ
ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
、
見
事
に
勝
ち

取
っ
た
北
信
越
大
会
出
場
で
す
。
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
、

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
選
手
た
ち
に
激
励
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

輪
島
っ
子
体
験
教
室

8
月
8
日
（
金
）、
市
内
の
小
学
生
を
対

象
に
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
や
星
空
観
測
体

験
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

鵠
巣
小
学
校
で
実
施
さ
れ
た
ド
ロ
ー
ン
体

験
で
は
、
児
童
た
ち
が
操
作
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
夢
中
に
な
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
て
触
れ
る
ド
ロ
ー

ン
に
、歓
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
、
柳
田
星
の
観
察
館
「
満
点
星
」

で
星
空
観
察
を
実
施
。
望
遠
鏡
を
の
ぞ
き
な

が
ら
、
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
星
々

に
ふ
れ
、
宇
宙
の
神
秘
を
体
感
す
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
ま
た

や
っ
て
み
た
い
！
」「
星
が
と
て
も
キ
レ
イ

だ
っ
た
」な
ど
声
が
聞
か
れ
大
好
評
で
し
た
。

鶴
見
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

み
ど
り
保
育
園
を
訪
れ
ま
し
た

8
月
14
日
（
木
）、
輪
島
市
と
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
る
、
鶴
見
大
学
（
横
浜

市
）
の
短
期
大
学
部
保
育
課
の
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、
み
ど
り
保

育
園
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
保
育
と
は
、
障
害
の
有

無
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
子
ど
も
が
共
に
遊

び
、
育
ち
合
う
こ
と
を
め
ざ
し
、
心
の
ケ
ア

と
社
会
性
の
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

　

昨
年
に
続
き
、
2
度
目
の
訪
問
と
な
る
今

回
の
活
動
で
は
、
園
児
た
ち
と
ロ
ー
プ
か
ら

落
ち
な
い
よ
う
に
歩
い
た
り
、
ス
カ
ー
フ
で

風
船
を
運
ん
だ
り
と
普
段
と
は
違
う
様
々
な

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
鶴
見
大
学
の
河
合
准
教
授
ら
か

ら
メ
ダ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、
園

児
た
ち
も
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

▲北信越大会出場に向け気合の入る選手と小川教育長

〈
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
〉

　

輪
島
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

森
田
純
・
卯
木
悠
惺
・
脇
本
功
太
・　

　

沖
崎
日
愛
汰
・
山
岸
晴
翔
・
松
村
結
太
・

　

岩
崎
愛
千
・
卯
木
瞭
光

〈
陸
上
競
技
（
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
）〉

　

輪
島
中
学
校
陸
上
部　

　

正
武
田
杏
慈

【
北
信
越
大
会
出
場
選
手
】

▲望遠鏡で観察する児童の様子

▲鶴見大学ボランティアと園児の記念撮影
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今
月
の
納
税
等
　
納
期
限

9
月
30
日
（
火
）

国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
、
介
護
保
険
料
第
3
期
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
6
期

広
告
欄

く
ら
し

9
月
・
10
月
は
行
政
相
談
月
間

　

総
務
省
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど

を
受
け
付
け
、
担
当
行
政
機
関
と
は

異
な
る
立
場
か
ら
そ
の
解
決
を
図

り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る

行
政
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

行
政
相
談
は
、
行
政
相
談
委
員
、

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
き
く

み
み
石
川
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
行
政
相
談
委
員

引
持
康
子
さ
ん

皆
戸
秀
継
さ
ん

飛
岡　

香
さ
ん

◆
定
例
相
談
所

輪
島
市
役
所　
　

毎
月
第
2
火
曜
日

門
前
総
合
支
所　

毎
月
第
3
水
曜
日

町
野
公
民
館　
　

偶
数
月
第
3
火
曜
日

南
志
見
公
民
館　

奇
数
月
第
3
火
曜
日

◆
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー　

き
く
み

み
石
川
（
石
川
行
政
評
価
事
務
所
）

☎
０
５
７
０
ー
０
９
０
ー
１
１
０

※
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
夜
間
（
16
時
45

分
〜
翌
日
9
時
）
は
留
守
番
電
話
で
受
付

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を

設
置
し
て
い
ま
す

　

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
、

熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表

さ
れ
た
際
に
、
暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め

の
施
設
と
し
て
、
自
治
体
が
指
定
し

た
冷
房
設
備
の
あ
る
施
設
の
こ
と
で

す
。

　

輪
島
市
で
も
、
熱
中
症
に
よ
る
健

康
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
誰
も
が
利

用
で
き
る
場
所
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
指
定
施
設
】
※
開
庁
時
に
限
る

　

公
共
施
設
（
輪
島
市
役
所
、
門
前

　

総
合
支
所
、
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン

　

タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
門
前
図
書

　

館
、
公
民
館
（
一
部
を
除
く
））

　

民
間
施
設
（
郵
便
局
（
一
部
除
く
）

　

等
）

　

※
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
指

    

定
施
設
や
、
利
用
可
能
時
間
等

        

の
最
新
情
報
は
、
市
の
ホ
ー
ム  

        

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
環
境
対
策
課
☎
23
ー
１
８
５
３

移
動
車
両
「
法
テ
ラ
ス
号
」
に
よ
る

被
災
者
無
料
法
律
相
談
会
の
開
催

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ

ラ
ス
）
は
、
金
沢
弁
護
士
会
と
の
共

催
、並
び
に
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
、

中
部
弁
護
士
会
連
合
会
、
関
東
弁
護

士
会
連
合
会
お
よ
び
金
沢
地
方
裁
判

所
の
ご
協
力
に
よ
り
令
和
6
年
能
登

半
島
地
震
お
よ
び
令
和
6
年
奥
能
登

豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
方
々
が
、
お
困

り
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ

け
る
よ
う
、
移
動
相
談
車
両
「
法
テ

ラ
ス
号
」
で
輪
島
市
へ
お
伺
い
し
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
開
催
日
時
等
の
変

更
ま
た
は
開
催
の
中
止
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

※
法
テ
ラ
ス
は
総
合
法
律
支
援
法

に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
公
的
法
人

で
す
。

■
開
催
日
時

9
月
9
日
（
火
）
13
時
〜
15
時

10
月
21
日
（
火
）
13
時
〜
15
時

■
相
談
場
所

　

金
沢
地
方
・
家
庭
裁
判
所
輪
島
支

　

部
駐
車
場
（
輪
島
市
河
井
町
15
ー

49
ー
2
）
移
動
相
談
車
両
「
法
テ

　

ラ
ス
号
」
車
内　

■
備
考

○
予
約
優
先

※
相
談
枠
に
空
き
が
あ
れ
ば
、
当
日

　

現
地
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

○
相
談
無
料

※
た
だ
し
、
刑
事
事
件
に
関
す
る
相

　

談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
石
川
地

　

方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
石
川
）

☎
０
５
７
０
ー
０
７
８
３
４
９

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
０
５
０
ー

３
３
８
３
ー
５
４
７
７
）

受
付
時
間
：
平
日
9
時
〜
17
時

※
裁
判
所
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

　

遠
慮
く
だ
さ
い
。

募
集

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
石
川

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
！

　

石
川
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

（
愛
称
：
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
石
川
）

は
、
企
業
で
即
戦
力
と
な
る
テ
ク
ニ

シ
ャ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
て

い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、
多
く
の
県

内
優
良
企
業
に
就
職
し
、
も
の
づ
く

り
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
当

校
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
プ
ロ
グ
ラ

お
知
ら
せ

▲輪島市 HP
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ム
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！

【
日
程
】
9
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

・
9
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

・
13
時
00
分
〜
15
時
30
分

【
内
容
】
学
校
説
明
、
施
設
見
学
、　　
　
　

体
験
授
業
な
ど

【
場
所
】
北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校

（
富
山
県
魚
津
市
川
縁
１
２
８
９
ー
１
）

問
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
石
川

　
　

学
務
援
助
課

　

☎
０
７
６
５
ー
23
ー
０
１
６
９

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

活
用
し
た
復
興
支
援

　

能
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令和 8年『輪島市二十歳の集い』のご案内令和 8年『輪島市二十歳の集い』のご案内

　市内にお住まいの方のほか、市外にお住まいの方も参加できます。就職や進学等で輪島市に住民登録が
ない方で、参加を希望する場合は生涯学習課まで連絡をお願いします。9 月中旬頃に案内状を送付します。
　案内状には WEB 申し込みの QR コードを印字しますので、そちらからお申し込みください。
　※電話での申し込みも可能です。

◇日　程　令和 8 年 1 月 11 日（日）14 時 45 分より式典開始（受付 13 時 00 分～）
◇会　場　輪島市立輪島中学校アリーナ（予定）
◇対象者　平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日生まれの方
◇問い合わせ先　生涯学習課（☎ 23-1176）

◇氏名などの公表について
　本人の同意を得たものに限り当日配布のリーフレットに対象者の名簿を作成し、当日来場者や報道機関
にも配布する予定です。案内状は、9 月 1 日現在で輪島市に住民登録がある方に対し、9 月中旬頃に郵送
します。

令和 8年『輪島市二十歳の集い』実行委員大募集令和 8年『輪島市二十歳の集い』実行委員大募集
　令和 8 年「輪島市二十歳の集い」開催の企画・運営に取り組んでいただける実行委員を募集しています。
　ご参加いただける方は、生涯学習課までご連絡ください。

◇対象となる方　平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1 日生まれの方
◇問い合わせ先　生涯学習課（☎ 23-1176）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問教生涯学習課
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わんじま展 開催中！
会　場：エントランスホール　入場無料入場無料　　　
わんじまの誕生からこれまでの活躍を年表やグッズでふりかえります。わんじまにぜひ会いに来てくださいね！

ワークショップ「ソフト粘土でつくる　わんじまとお月見かざり」
日　　時：9 月 14 日（日）　10:00 ～ 12:00　会　場：講義室
講　　師：木下　京子　氏　
定　　員：20 名※要予約（22-9788）　　　　参加費：400 円
申込期間：9 月 1 日（月）から　※定員に達し次第締め切り

ワークショップ「絵を描いてわんじまオリジナルバッグをつくろう」
日　時：10 月 5 日（日）　① 10:00 ～ 12:00（受付は 11:30 まで）
　　　　　　　　　　　　② 13:30 ～ 15:30（受付は 15:00 まで）
会　場：講義室　定　員：各回 40 名　随時受付（定員になり次第終了）、予約不要
対　象：小学生以上　※保護者同伴であれば未就学児も参加可　参加費：300 円

期間限定無料開放（対象：65 歳以上の輪島市民）
期　間：9 月 13 日（土）～ 21 日（日）
運転免許証や保険証など年齢が確認できるものを受付にご提示ください。送迎や介助される方も入館無料。

石川県輪島漆芸美術館
開館時間 ：9:00 ～ 17:00  （入館は 16:30 まで）9月の休館日：なし
入館料：一般 630 円、高校生・大学生 320 円、小中学生 150 円　※市内の小中学生、高校生は無料

☎ 22-9788

※ 修繕工事等のため臨時休館となる可能性があります。また、会期終了日が変更となる場合があります。
詳細は決定次第、当館公式ウェブサイト、SNS にてお知らせします。

重要無形文化財保持者認定 70 年　漆芸の人間国宝たち
会　期：2025 年 10 月 13 日（月・祝）まで

▲《青藍蒟醬箱》山下　義人

　本展覧会では、漆芸分野における歴代の重要無形文化財保持者 24 名
および 2 つの保持団体による作品を網羅し、時代を越えて息づく技と
各個が編み出した色とりどりの創造性に迫ります。

講演会　「重要無形文化財制度と戦後の漆芸」
講　師　山崎　剛（石川県輪島漆芸美術館　館長）
日　時　9 月 13 日（土）13:30 ～ 15:00
会　場　講義室　※聴講無料

石川県立輪島漆芸技術研修所　特別講義の一般公開
〇人間国宝による講演会（入場無料）
日　時：9 月 18 日（木）9 時 30 分～ 11 時 30 分
会　場：当研修所講堂（1 階）
講　師：重要無形文化財「竹工芸」保持者　藤

ふじぬま

沼 昇
のぼる

　氏
演　題：「竹工芸から学んだ日本文化」
※参加をご希望の方は、事前にメールまたは、電話でお申し込みください。

〇申し込み・問い合わせ先
石川県立輪島漆芸技術研修所　☎ 22-7000　FAX：22-7003　メール：shikken@pref.ishikawa.lg.jp

▲第 70 回日本伝統工芸展出品作品　束編花籃「優気」
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○未来につながる1週間！ 「みらいウィーク」 を開催しました○未来につながる1週間！ 「みらいウィーク」 を開催しました
　この夏、 学習センターでは、 1週間ほぼ毎日イベントを行う特別企画 「みらいウィーク」 を開催しました。

単発ではなく、 互いに関連性を持つイベントを連続して行うことで、 生徒たちがより深い 「学び」 や 「気づき」 を得られるよ

うに工夫しました。

　それぞれの経験が、 進路選択や将来の可能性を広げるきっかけになればという思いで企画しました。

スタッフコラム ～中川のつぶやき～

　大学入試方法の多様化に伴い、 推薦や総合型選抜 （旧 AO 入試） を利用して大

学に進学する生徒は約 50% に達しています。 学習センターでも面接対策を行う生徒

が増加中です。 面接では質問への優れた回答が重視されがちですが、 私は違うと思い

ます。 人の心を動かすのは、 嘘偽りのない 「自分の言葉」 です。 　自分の言葉で語る

ことで、 その言葉に重みが生まれます。 日々の努力がその重みを育て、 「何を言うか」

ではなく 「誰が言うか」 が重要になるのです。

「文理大解剖」「文理大解剖」

　文理選択を間近に控えた1年生。 「文系理系の違いは何？」

「学問はどうやって職業につながる？」 そんな問いを切り口に、

学問と進路の関係を探る講座を実施しました。

　1 年生向けの内容でしたが、 受験を控える 3 年生たちも

熱心に参加してくれました。

「3時間で作る　わたしトリセツ」「3時間で作る　わたしトリセツ」

　自分の「価値観」や「得意なこと」は、意外と知らないもの。

この講座では、 自己分析を通して 「自分を知ること」 を体

験しました。 面接や志望理由書にも役立つ内容で、 終了

後には 「まさか自分にこんな一面があるなんて！」 という声

も多数ありました。 生徒たちにとって、 新たな自分を発見

するきっかけとなったようです。

「推薦を考える！大学生交流会」「推薦を考える！大学生交流会」

　推薦で大学進学を決めた卒業生をゲストに迎え、 推薦対策

や大学生活のリアルを語ってもらいました。

　受験生にとってはもちろん、 1 ・ 2 年生にとっても進路を考

える貴重な機会になりました。

　「普段聞けない話が聞けてよかった！」 という声とともに、次々

と質問が飛び交っていました。

▲文理大解剖の様子 ▲特別企画「みらいウィーク」に参加する生徒たち
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輪島警察署　　　　☎ 22-0110
輪島穴水防犯協会　☎ 23-0510

地域安全ニュース地域安全ニュース
2025.92025.9

輪島警察署管内　交通事故発生状況（速報値）

R7 年 7 月 （前年同月比） R7 年
（1 ～ 7 月）（前年同期比）

人身事故 4 件（＋   3 件） 12 件（－    3 件）
死者 2 名（＋   2 名） 2 名（＋    2 名）
負傷者 7 名（＋   6 名） 18 名（－   2 名）

物損事故 62 件（＋ 23 件） 446 件（－ 109 件）

　警察では、困りごとや悩みごとなど、警察に関係のある相談を受け付ける窓口として
「警察安全相談室」を設置しています。電話相談・面接相談が可能です。相談の秘密は

守ります。ひとりで悩まず、ご相談ください！

◇ＳＮＳで投資や儲け話の誘いがあった
◇家族から暴力を受けている
◇ストーカー被害に悩んでいる ･･･ など警察に相談したいときは

警察相談専用電話　#9110（有料）

緊急の場合は
110 番

◆ 被害に遭わないための防犯対策 ◆
☆防犯カメラを設置する　　　　　　 ☆センサー付きライトを設置する
☆盗難防止ナットを取り付けする※ 1  ☆室外機周辺に防犯砂利を撒く

※ 1 コンクリート製の土台に盗難防止ナットを使って取り付けすることで室外機固定の強化になります。
＊＊＊　他にも いろいろな防犯対策がありますので、ご家庭に合った対策を！ ＊＊＊

緊急の場合は
110 番

9 月 11 日は『警察相談の日』9 月 11 日は『警察相談の日』

室外機を足場にして窓から
侵入する泥棒もいます。
窓の鍵かけにも注意しま
しょう！

エアコンの室外機の盗難が発生しています！

　刀剣類の所持は「銃砲刀剣類所持等取締法」で禁止されています。
　ただし、美術品である場合や、美術品として価値のある場合は、公式に登録を受けたうえで所持が認め
られています。《教育委員会が発行した銃砲刀剣類登録証》

【銃砲刀剣類登録証】が無い場合
　警察署にいきなり持参するのはＮＧです。まずは、管轄の警察署へ電話して指示を待って下さい。
　登録証の確認の結果、登録済みの場合は再交付申請を教育委員会にて行います。
　刀剣類を持っていたくない場合は、警察署にご連絡ください。

　刀剣類の所持は「銃砲刀剣類所持等取締法」で禁止されています。
　ただし、美術品である場合や、美術品として価値のある場合は、公式に登録を受けたうえで所持が認め

　警察署にいきなり持参するのはＮＧです。まずは、管轄の警察署へ電話して指示を待って下さい。
　登録証の確認の結果、登録済みの場合は再交付申請を教育委員会にて行います。

解体・倒壊した家屋から日本刀が出てきたら・・・
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周辺の警戒
パトロール

防犯・交通
安全講習

各種届出
相談の受理

通学路等の
警戒活動

移動交番の活動について紹介します！（石川県警Webサイトより引用）

環境通信①
公費解体の完了に向けて公費解体の完了に向けて

　公費解体は、長期避難世帯や道路が寸断されている地域および留保申出をした被災家屋を除き、令和 7 年
10 月末を完了目標として進めています。
　解体業者から、着工の連絡が入ったときは、解体業者の日程調整にご協力をお願いします。
※自己都合により令和 7 年 10 月末までに解体ができなかった場合は、公費解体対象外となることがありま
　す。
※再利用して残すと判断された場合は、至急、取り下げの手続きをお願いします。
※自費解体の申請期限は 9 月 30 日（火）までです。申請される方は、必要書類をそろえて申請書を提出し
　てください。

公費解体完了後について公費解体完了後について

　公費解体後、敷地内に井戸等の工作物がある場合の対応や草刈り、害虫対応などの
管理・安全対策は、所有者が責任をもって対応をお願いします。

問　環境対策課　☎ 23-1853市

1「移動交番」とは？
　地域住民等が安全で安心できる地域を作るため、
　・警察施設から離れた地域
　・事件事故および災害の発生状況に伴い、重点的・集中的な活動が必要と認められる地域
　等において、移動式の交番（ワンボックスタイプの車）を開設し、交番と同様な活動を行います。

2 活動内容は？

3 活動場所は？
　▶公民館や大型スーパーなどで…公民館や大型スーパーなどで…
　　・地域住民の方が訪れやすい場所で「移動交番」を開設します。
　　・防犯、交通安全講習やキャンペーンを行います。
　　　※「移動交番」の開設は、1 回概ね 2 時間です。
　▶小・中学校の通学路などで…小・中学校の通学路などで…
　　・声かけや交通事故等の多い場所で駐留警戒・パトロールを行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先：輪島警察署地域課　☎ 22-0110
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環境通信②

問　環境対策課　☎ 23-1853市

　資源ごみの袋の中に、飲み物の空き缶、缶詰めの缶、あきびん、ペットボトルなどを同じ袋に入れたもの
や分別区分の違うごみが混ざった状態で出しているものがあります。
　「飲み物の空き缶」「食品関係のあきびん」「ペットボトル」「発泡スチロール」は分別して、それぞれ別々
の透明または半透明の袋に入れて出してください。
　分別区分の違うごみが混ざっているなど、分別がされていないものは、収集することができませんので、
正しいごみの分別にご協力をお願いします。

「資源ごみ」 の出し方はあっていますか？

もえないごみ

化粧品のビンやドレッシングなどの洗えないビン

プラスチックごみ

ペットボトルは、ラベルとキャップを外して出す。

プラマークがついているプラスチック容器包装

分ければ資源になりますので、
ごみの分別にご協力をお願いいたします。

資源ごみ

飲み物の空き缶だけ

食品関係のあきビン

ペットボトル

発泡スチロール

缶詰の空き缶

お菓子の
空き缶

化粧品などの
ビン

ドレッシングなど
の洗えないビン

ラベル・キャップが
ついたもの

プラスチック製品

★すべて洗ってから出してください。★すべて洗ってから出してください。

金属・小型家電ごみ

飲み物以外の空き缶は、金属製品に出す。

ビンなどにつ
いている金属
製のふた

ビンなどにつ
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輪島消防署だより輪島消防署だより
輪島消防署　　☎ 22-0327輪島消防署　　☎ 22-0327
門前分署　　　☎ 42-0649門前分署　　　☎ 42-0649
町野分署　　　☎ 32-0119町野分署　　　☎ 32-0119

9 月 9 日は救急の日

　救急の日は、救急医療や救急業務に対する国民の理解を深め、意識を高めることを目的としています。
　近年、全国的に救急車の出動件数・搬送人員は増加傾向にあり、救急隊の現場まで到着する時間も遅くなっ
ています。また、軽症あるいは症状がない場合でも救急車を呼ぶケースが増えています。

感震ブレーカー設置促進事業費補助制度を開始しました！

　令和７年７月１日から感震ブレーカーの購入または設置をすることで最大３万円の補助金制度の受付が始ま
りました。※申請が必要です。

こんなときはすぐに１１９番！！
・意識がない、または意識が朦朧としている状態　・突然の激しい頭痛、胸痛
・ろれつが回らない、うまく話せない　・大量の出血を伴うけが、広範囲のやけど
・交通事故にあった　・血を吐く、便に血が混ざる　など…

その他いつもと様子が違う場合は、迷わず 119 番通報してください！
「救急の日」をきっかけに、正しい知識と備えを一緒に考えましょう。

○感震ブレーカーとは？
　感震ブレーカーは、地震の揺れを感知して自動的
に電気を止めることで、電気火災を防ぐ器具です。

詳しくは石川県のホームページをご確認ください。

問 石川県危機管理部消防保安課　☎ 076-225-1481

STOP！

◀石川県感震ブレーカー

建設業の退職金なら建退共制度！

　建退共制度は、建設現場で働く労働者のために、国が作っ
た退職金制度です。
　事業主の方が、建設現場で働く労働者の働いた日数に応
じて、掛け金を充当し、その労働者が建設業界で働くこと
をやめたときに、建退共から退職金を支払うという、業界
全体での退職金制度です。
　退職金は国が定めた基準により計算して、確実に支払わ
れるため安心・安全です。詳しくは建退共ＨＰをご覧くだ
さい。

問建退共石川県支部　☎ 076-242-2608
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「国勢調査」とは
　国勢調査は、令和７年 10 月１日現在、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。 
　日本に住むすべての人と世帯（外国人の方を含む）を対象とした、国の最も重要な統計調査です。

調査方法・調査項目は？

・調査票の配布方法

　令和 7 年（2025 年）9 月下旬に、郵送※または国勢調査員が各世帯を訪問し、調査書類を配布します。
　　※令和 6 年能登半島地震、奥能登豪雨による被災により、市内の大半の地域で郵送による調査を実施します。
　　　一部の地域（施設・寮・仮設住宅など）については、通常の調査員による調査を実施します。

・回答方法

　インターネット回答のほか、紙の調査票を郵送または国勢調査員に提出（調査員による調査の地区のみ）する
方法により回答いただけます。

　　　　　かんたん・便利な「インターネット回答」がおすすめです！
　　　　　スマートフォン、タブレット、パソコンから 24 時間いつでも回答できます！
　　　　　7 言語に対応しているため、外国人の方の回答にも便利です！

・調査項目

　世帯に関すること：世帯員の数、住宅の建て方など 4 項目
　世帯員（個人）に関すること：氏名、出生の年月、現住居でのお住まいの期間、就業状態など 13 項目
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人口と世帯
（8 月 1 日現在）

人　　口　20,084人 （－110人）

　　　　　　　　　　男　 9,567 人 （－ 55人）
　　　　　　　　　　女 10,517 人 （－ 55人）

（前月比）

世帯数　10,129世帯 （－ 32 世帯）

（前月比） 7 月 出生 死亡 転入 転出
男 1 14 18 60
女 4 14 10 55

合計 5 28 28 115
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天
野　

凪な
ぎ

く
ん

8 月 8 日生まれ【宅田町】
　パパ和剛さん　ママ有希子さん

くだもの大好き、ナギです。
家族みんなに愛されて、のびの

び育ってるよ。パパに「おかえり」
がマイブームなんだ～。みんな、
見かけたら声かけてね (^^)♡

8 月 7 日生まれ【東中尾町】
　パパ健太朗さん　ママ裕香さん

笑顔がチャームポイントの芽依
です！食べるの大好き！お兄ちゃ
ん大好き！すくすく育ってね★

　

尾
形　

芽め

い依
ち
ゃ
ん

　

坂
下　

諒り

ょ

う有
く
ん

　

髙　

隆り
ゅ
う
せ
い成

く
ん

9 月 3 日生まれ【二ツ屋町】
　パパ雅之さん　ママ知春さん

甘えん坊の隆成です。良いこと
も悪いことも、大好きなお姉ちゃ
んの真似をしてぐんぐん成長中！
ケンカもするけどとっても仲良し
です♡

　

池
端　

隼し
ゅ
ん
た汰

く
ん

9 月 5 日生まれ【小伊勢町】
　パパ克彦さん　ママ美香子さん

お兄ちゃんたちがだーいすき！
いつもニコニコ笑顔の隼汰です♡

早くお兄ちゃんたちと一緒に大
きな公園走り回りたいな♪

　

中
村　

緒い

お

り里
く
ん

9 月 9 日生まれ【小伊勢町】
　パパ貫二さん　ママ真樹さん

笑顔がとっても可愛い緒里で
す！お兄ちゃん、お姉ちゃん大好
き♡食べるの大好き★これからも
沢山遊ぶぞ～っ！

初誕生記念にお子さんを広報に掲載しませんか？初誕生記念にお子さんを広報に掲載しませんか？
　10 月号（10 月に１歳になるお子さんを対象）に掲載をご希望の方は、令和 7年 10 月 10 日（金）令和 7年 10 月 10 日（金）ま

でにお子さんのお名前（ふりがな）、生年月日、性別、ご住所、お父さん・お母さんのお名前、電話番号、お子さんのお名前（ふりがな）、生年月日、性別、ご住所、お父さん・お母さんのお名前、電話番号、

50 字程度のコメント、お写真（データ・1～ 5MB 推奨）50 字程度のコメント、お写真（データ・1～ 5MB 推奨）を復興推進課までメールにてご提出ください。

（Mail koho@city.wajima.lg.jp）なお、提出期限を過ぎた場合は掲載できません。

LINE でも掲載依頼ができます
①輪島市公式 LINE と友達になる

②リッチメニューの「子育て」をタップ

公共ライドシェア（東部地区）使ってみませんか？
　移動する手段がなく不便だという声にお応えし、一般のドライバーが有償で移動支援をおこなうライドシェア
を 7 月 15 日から開始しております。ちょっとしたお出かけにぜひ、ライドシェアを使ってみてください！

東部地区内（町野・南志見）
　【利用方法】前日までに電話予約（土日祝日はお休みです）
 　【問い合わせ】0768-34-1005
　【受付時間】平日 8:00 ～ 16:00
　　　　　　※予約状況によりご希望に添えない場合があります。

〇乗車料金・運行日時
　1 東部地区内（町野・南志見）
　　【乗車料金】200 円（1 人 1 回の乗車につき）
　　【運行日時】平日 8:00 ～ 16:00
　2 東部地区⇔市街地
　　【乗車料金】500 円（町野～市街地）　400 円（南志見～市街地）
　　【運行日時】月・水・金（祝日は休み）

東部地区　⇒　市街地
町野 発 南志見 市街地 着

① 9:30 頃 9:50 頃 10:20 頃
② 13:00 頃 13:20 頃 13:50 頃

市街地　⇒　東部地区
市街地 発 南志見 町野 着

① 10:30 頃 11:00 頃 11:20 頃
② 14:00 頃 14:30 頃 14:50 頃


